
　

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
作

業
が
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、

市
議
会
へ
提
案
し
審
議
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本

的
な
考
え
方
を
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
３
つ
の
重
点
施
策
「
健
康
づ

く
り
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充

実
」「
農
業
振
興
に
よ
る
産
業

の
活
性
化
事
業
」「
本
宮
駅
乗

降
客
一
日
５
千
人
突
破
に
よ
る

賑
わ
い
創
出
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
強
化

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
健
康
力
ア
ッ

プ
応
援
事
業
と
し
て
の
「
ボ

デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
」
は
、

対
象
年
齢
の
拡
大
と
と
も
に
女

性
の
方
に
も
参
加
を
い
た
だ

き
、
ス
ロ
ー
筋
ト
レ
の
普
及
促

進
を
図
り
ま
す
。「
食
の
力
講
座
」

も
継
続
実
施
し
、
健
康
に
関
す

る
話
題
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
振
興
に
関
し
て

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⒆

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

は
、
地
産
地
消
を
基
本
と
し
て
、

安
全
安
心
な
地
元
食
材
の
学
校

給
食
で
の
使
用
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
首
都
圏
に
お
け
る

農
産
物
直
売
も
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
米
の

販
売
促
進
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
「
自
給
自

足
パ
ー
テ
ィ
ー
」
も
第
３
回
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
宮
駅
の
利
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
に
お
い
て
協
議

会
を
設
置
し
、
駅
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

幅
広
い
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
中
心
市
街

地
の
賑
わ
い
創
出
と
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
子
ど

も
た
ち
が
「
本
物
」
を
体
験
で

き
る
機
会
づ
く
り
や
伝
統
芸
能

の
伝
承
な
ど
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
心
の
温
も
り
を
大
切

に
す
る
〝
文
化
の
香
り
高
い
ま

ち
〟
を
目
標
に
、
各
種
事
業
を

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

シ
リ
ー
ズ

　

１
月
２
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
東
京
箱
根
間
往
復

大
学
駅
伝
競
走
（
箱

根
駅
伝
）
に
、
本
宮

市
出
身
の
二
人
の
選

手
が
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

城
西
大
学
の
橋
本

隆
光
さ
ん
（
本
宮
字

鍋
田
）
は
第
４
区
に

起
用
さ
れ
、
区
間
３

位
と
な
る
快
走
を
み

せ
チ
ー
ム
を
総
合
６

位
に
導
き
ま
し
た
。

城
西
大
学
は
、
来
年
の
シ
ー
ド
権

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
、「
初
め
て
の
箱

根
駅
伝
で
し
た
。
沿
道
の
応
援
が

途
切
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。
シ
ー
ド
権
を
と
る

意
気
込
み
で
一
年
間

や
っ
て
き
た
の
で
、
そ

れ
が
叶
っ
て
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
ま
だ
２

年
生
で
箱
根
は
あ
と
２

回
あ
る
の
で
、
２
回
と

も
出
場
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
決
意
を
新
た
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
大
学
の
吉
田
和

矢
さ
ん
（
稲
沢
字
谷

本宮市出身のお二人が

  箱根駅伝に出場！
吉田和矢さん（日本大学）
橋本隆光さん（城西大学）

戸
）
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
２

年
連
続
の
出
場
。
第
８
区
に
起
用

さ
れ
、
懸
命
の
走
り
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、「
大
学
最
後
の

箱
根
駅
伝
だ
っ
た
の
で
す
が
、
体

調
を
悪
く
し
て
自
分
の
思
う
よ
う

な
走
り
が
で
き
ず
、
最
後
の
最
後

で
悔
い
の
残
る
レ
ー
ス
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
は
後
輩
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
陸
上
で
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
社
会
人
と
し
て
、
仕
事
で

ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

お
二
人
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

▲小学生の頃から参加していた『もとみやランニングクラ
ブ』の練習に、城西大学の佐藤勝茂さん（前列右）とと
もに参加した橋本隆光さん（前列左）

▲佐藤市長と握手を交わす吉田和矢さん（右）と
　橋本隆光さん（中央）

高
齢
者
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
募
集

　

平
成
22
年
度
に
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

本
宮
市
内
在
宅
の
65
歳
以
上
の
方

で
介
護
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
方
が
対
象
で
す
。

　

仲
間
づ
く
り
や
健
康
指
導
、
給

食
サ
ー
ビ
ス
、
趣
味
を
生
か
し
た

活
動
や
入
浴
を
楽
し
み
、
い
つ
ま

で
も
健
康
を
維
持
す
る
事
業
で
す
。

　

利
用
は
、
週
１
回
（
祝
日
を
除

く
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
料
金
、
利
用
で
き
る
曜

日
・
場
所
、
申
し
込
み
な
ど
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

▽
高
齢
福
祉
課　

長
寿
福
祉
係

　
　
　
　

☎
３
３―

１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
９
）

▽
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

あ
ぶ
く
ま
荘

　
　
　
　

☎
３
３―

１
８
３
８

▽
白
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
４
４―

２
１
３
３

線路に除草剤が散布されます
　JR 東日本では、列車の安全な運行を確保するため
に、東北本線の線路内に除草剤散布を行いますのでお
知らせします。

【実施区間】東北本線　日和田駅～杉田駅 間
【実施期間】２月15日（月）～３月15日（月）
　　　　　　※雨天・強風時は作業中止
【実施時間】気流の安定した夜間
　　　　　　（午前０時～午前５時）
【散布範囲】線路の砕石部分のみ

◆問い合わせ先
　JR 東日本郡山保線技術センター
　　☎024－922－0566

広報もとみや、市ホームページ
有料広告を募集中です

　市では、市民サービスの向上と地域経済の活性化を
図ることを目的に、「広報もとみや」および「市ホー
ムページ」に企業等の有料広告を募集しています。
　申し込みは、随時、受け付けています。
　なお、12カ月連続での掲載となった場合、12カ月目
は無料で掲載します。

【広報もとみや】
◆掲載位置
　「広報もとみや」（毎月１日発行）の表紙と最終ペー
ジを除く各ページの下１段
◆掲載規格
　Ａ４判５段組
　　１枠　　各ページの下１段
　　　　　　（横176㎜・縦44㎜）
　　半枠　　各ページの下１段の２分の１相当
　　　　　　（横86㎜・縦44㎜）
◆広告掲載料
　　１枠　　20,000円（１回あたり）
　　半枠　　10,000円（１回あたり）

【ホームページ】
◆掲載位置
　市ホームページのトップページ右上
◆広告画像の規格
　縦60ピクセル・横180ピクセル
　５KB 以内の GIF 形式（アニメーション不可）
◆広告掲載料
　　１枠　　10,000円（月額）
　　　　　　※１カ月単位でお申し込みください。
　　　　　　　各月で掲載日数は異なります。
◆問い合わせ先
　秘書広報課　広報広聴係（☎内線220）

消防署からのお知らせ　貴重な自然を火災から守りましょう
　空気の乾燥や季節風などの気象条件から、山火事が多発する時期を迎えま
した。山火事は、いったん発生すると一瞬にして貴重な森林を焼失するだけ
でなく、その回復には長い年月が必要となります。

　【山火事防止のため、次のことに注意しましょう】
　　①風が強いとき、空気が乾燥しているときはたき火をしない。
　　②たばこは必ず消し、絶対に投げ捨てしない。
　　③枯れ草等を刈り払い、放火されない環境を作る。
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広報もとみや　平成22年2月


